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神奈川県表丹沢花水川水系におけるサワガニ体色

変異集団の分布パターン

鈴 木 a惟 司

Tadashi SUZUKI . Coloration and Distribution of the Japanese Freshwater 

Crab, Geothelρhusa dehaani (WHITE), in the Hanamizu River 

on Tanzawa Mountains, Kanagawa Prefecture 

はじ め に

サワガニ Geothelphusadehaani (W111T E〕は，本

州 ・四国 ・九州各地の清流の小川や谷川およびその水

辺戚に生息する淡水性のカニである（償井， 1968）。サ

ワガニの体色には顕著な色彩変異が認められ（澗井，

1976）， 体色変異個体の分布状況がいくつかの地域で

調べられている（一寸木， 1976,1980; YAMAGUC!ll 

and TAKAMATSU, 1980；菅原 ・蒲生，1984;N AKA) I MA 

and MAsunA, 1985；鈴木 ・津田，1991〕。また体色型

の巡し、に付随した集団の遺伝的分化を視野にいれた調

査も行なわれており，体色型の違いにより，歩！阿lの毛

の：＠：，J度節や腹肢の形態，酵素蛋白などにも変異のあ

ることが知られている（菅原 ・蒲生， 1984; NAKAJIMA 

and MASUDA, 1985；鈴木 ・津田，1991）。 しかしそ

れらの研究にも拘らず，サワガニの体色ll!:呉集団の尖

態は，全国的 ・局地的分布様式を初め，多くの問題が

未知1のままとり残されている。

サワガニ体色変異個体の分布調査を関東 ・東海地方

次いで東北地方で行なった一寸木（1976, 1980〕は，

サワカニの体色を大きく 3型に分け，各体色型集団が

一部地域で分布を重複させながらも地:l!Jl的分布j或を違

えていることを明らかにした。異なった体色型のサワ

ガニ集団が異所的に生息することは， その後四日本

〔菅原 ・蒲生， 1984〕や九州地方（YAMAGUCHI and 

T,¥KAMATSU, 1980；鈴木 ・津田， 1991）でも観察さ

れている。

神奈川県におけるサワカニ体色型と体色変異集団の

分布状態は一寸木（1976）によって報告されている。

それによれば:fill奈川県内には青色系統（BL型〕と黒褐

色系統〔DA型〉の集団が見られ，県の中南部には前者

が，北西部すなわち丹沢山地を中心とする地域には後

者が分布する。一寸木 （1976）の分布資料から判断す

ると，両体色型集団の分布境界域は汁沢山地のほぼ周

辺音llに沿った地域に存在すると推iJllJされる。実｜探，対

沢山地周辺地域に属す神奈川県伊勢原市日向薬師， l静

岡県御殿場市桑木が両型混在場所と して報告されてい

る（一寸木， 1976〕。

さて丹沢山地のうち塔ノ岳〔149lm〕から 三／犠

(1205m〕， 岳ノ台〔899m〕，ヤビツ 11i：；τ 〔761m）を経て

大I.Li(1252m）へと至る山地の南面ー併〔以下この地

域を表汁沢と呼ぶ〕は，サワガニ体色変興集団の分布

がfi".i:き変わると思われる地域の一つである。 しかしこ

の地域における体色型分布の調査は伊勢原市日向の二

ケ所および秦野市寺山と同大倉のニヶ所の，'(-14ケ所で

行われているに過ぎず〔一寸木， 1976〕，秦野市を中心

とした表丹沢一帯におけるサワ ガニの休色変異集団の

詳しい分布状態は未だ明らかにされていなし、。
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図1.神奈川県の水系と表丹沢調査域 （網かけ部分）．
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サワガニの体色変異集団の存在とその分布様式，集 た。 此の年の採集m~断範囲は流れに沿って約80m まで

団関係等は，集団生物学的観点から見てもχ変興味あ 延長し，採集時間も約11時間となった（従って 1990

る現象である。 そうした見地から筆者は最近， 一寸木 年， 1991年を合わせた調査ポイント当りの採集距離は

(1976〕の制査の手が伸びなかった県内数地域のサワ 最大somて、ある〉。採集個体は室内に持ち山「｝ I)，性別，

ガニ体色変異集団の分布調査を行なった。とりわけ異 甲幅，体部の色彩等を室内で記録した。

なった体色集団の分布域が接すると思われる表丹沢に 今回の体色調査では， 一部個体の色彩を日本色研事

ついて，：／E水川水系（金目川水系〉に生息するサワガ 業株式会社の配色カードでカラーマ ッチングした以外

ニ集団を対象に詳しい分布調査を実施した。本報告で は，筆者の色党によって色彩を判別，記録した。体色

は，この表丹沢：／E水川水系におけるサワカニ体色変異 型の分類は一寸木 （1976）を参考にしながらq』皮の色

集団の分布パターンを中心に調査結果を報告したい。 と配色パターン及び補助的に限筏上縁の色を参考にし

て行なった。また叩皮の柔らかい脱皮後間もなし、個体

調査地と方法 は調査対象から外した。

花水川は，表丹沢に源流域を持つ，県央南部を流れ 採集されたサワガニの色彩やその配色パターンは復

る2級河川である〔図 1）。表丹沢においては，西から 雑であったが，大きく見るとほぼ一寸木 （1976）の述

II頂に水1rnリII,1事業川，金目川，鈴川などが花水川水系 べた通りである。しかし筆者による今回の調査地が体

の主要部分として存在する。これらの河川や水無川西 色変異集団の分布重複域を包含する地方にあり，また

方を流れる酒匂川水系四十八瀬川｜流戚，並びに大山の 一寸木とは多少異なるグノレーピングをした部分もある

東部を流れる日向川を主な調査地としてサワガニ分布 ので， 一応ここで本調査で用いた体色型の類型 ・判定

調査を行なった。なお日向川は現在は相撲川水系に属 について記しておく。

している。しかし戦前，八工的に流路変更が為される 青色型： 背部に青色系の体色部分が認められる個

までは金目川に合流しており，最近まで花水川水系の 体。申皮全体あるいは前半分〔稀に後半分〉が青色，緑

一部をなしていた河川内ミある。 青色，灰青色，青紫，灰紫色等に見える。 fl良筒上縁は

本調査は主として1990年5-12月に行ない，追加調査 白色や淡賞色。

を1991年511月の聞に実施した。さきに挙げた諸河川 解音lj観察によれば，明瞭な青色型個体では青色とし

（以下本流と言えばこれらを指す〉およびその支流を て見える甲皮部分はほぼ完全に脱色しており，青色は

中心に，その上流部から下流部にかけ数カ所の調査ポ 甲皮下にある色素頼粒からの光が甲皮を通過すること

イントを設けてサワガニを手取り採集した。支流の調 によ って表れた色である。従って甲皮全体が青色に見

査ポイントには出来るだけ源流（湧水地）も加えた。 える典型的な青色型個体の甲皮本体は，実際には全体

どの河川も本流の中 ・下流部は住宅地を通り，自然の が半透明な白色をしている。また甲皮が白く見えたり

川｜岸の破壊や水質汚濁に見舞われている。そのような 灰～灰紫色に見える部分は，その部分の甲皮の色が返

地域では調査対象となるサワガニを得られず調査が殆 色し，なおかつ甲皮下の色素頼粒が少ないか認められ

ど出来なかった。また本流上流部は一般に流れが速い ない部分である。

ためかサワガニも少なく，結果的には支流中心の調査 ところで鈴木 ・津田（1991）は，甲殻類の体色に関

になった。 係し且つ褐色をしたサワガニにおいては検出量の多し、

1990年にはサワガニの採集を一ポイント当り約30 アスタキサンチンが，青色のサワカニには微量にしか

分，流れに沿って50m以内の範聞で行った。採集した 検出されないことを見いだしている。そのことから彼

サワガニについて性別， 甲幅，体部の色彩等を記録 らは， 青色のサワガニではアスタキサンチン生産過程

した。甲幅はノギスで計った。また調査場所中央部の の機能低下もしくは停止が生じていると考えた。アス

位i置を2万5千分のlの地形図から読み取り調査地の タキサンチンはサワガニの年l皮に含まれるカロチノイ

標高とした。記録は原則として現地で行ない，色彩不 ドの中では最も多い物質として知られる（松野ら， 19

篠定個体，解剖lや保存サンフ。ノレ用個体など一部を除い 82〕。これが青色個体に微量にしか存在しないことは

て，採集した個体はそのまま現地に放した。 1991年の 青色個体の甲皮が白いという観察結果とも良く一致す

調査では，主として 1990年に調査を行った地点を選 る。 （松野らはサワガニの体色を示していないが，研

んで比較的大型の個体を対象にした採集調査を行なっ 究目的や採集場所から考えて非青色個体を用いている
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と思われる。〉 なし、。そこでまず各体色型が異なったサイス （甲幅10

ツート ンカラー褐色型． 甲皮を後腎域で前半部と m以上〕や性の中でとeの様に現れて来るかを見るため，

後半部に分けたとき，両者の問に色彩の不連続な変化 集団中の各体色型の出現状況を検討した。

が認められる（ただし青色部分のある個体は青色型に なお以前の報告にも見られるように（一寸木，1976.

分類してある〉。前半部は灰褐色などのやや明るい色 鈴木 ・津田， 1991〕，いずれの地域でも卵子化したサワ

彩のものから， l積赤紫色のように非常に陥い色のもの ガニの稚ガニの甲幅は約4mmで，このクラスのサイズ

まで見られる。後半部の方は前半部より明るい色をし の個体の体色はi淡黄褐色～褐色をしていた。本研究で

ている。申皮全体が暗い色の場合には色彩差の目立た は中幅lOmm以上の個体を扱った。今後，甲l隔lOmm以上

ない個体もあるが，色彩自体は中央官IIで比較的不連続 15mm未iHl.iのサイズの個体を小型，15mm以上20凹未満を

に移り変わる。限寓上縁は淡黄色や淡褐色。以下の文 中型， 20皿以上の個体を大型個体と呼ぶことにする。

中でこの体色型を示すときは単にγ一トン型と呼ぶこ なお印幅が17mmを越えると産卵を始めるメスが現れる

とにする。 ょうである（観察した最小抱卵個体は黒褐色型で甲幅

なお今回の調査結果を含めて神奈川県内ではまだ知 17.7mm）。

られていないが，前半部が黒色～黒褐色で後半部が朱 図2は三浦半島（三浦市，横須賀市，葉山町， 逗子

色系の色彩を持つ個体が静岡県以西に分布する〔一寸 市〉，大磯丘陵中村川上流域（秦野市， 中井町， 大井

木， 1976；鈴木 ・津田， 1991）。同じツートンカラー 町〉，および四十八瀬川と水無川の上 ・中流域 （秦野

でもこれらは別の体色型にするのが妥当である。 市〉で採集された甲幅lOmm以上のサワガニの性別 ・サ

紫一褐色型． 甲皮全体が紫色，赤紫，茶色等。限 イズ別の体色分布を示したものである。一寸木〔1976)

窓上縁は黄褐色や淡褐色。暗色味の強い個体では次の 及び筆者の未発表資料を参考にしつつ，三浦半島は青

黒褐色型の陥褐色個体と区分が史i(f:しくなるが，後者に 色型個体が見られ黒褐色型個体の分布域から遠く隔た

比べて前者の方が全体的に淡く，くすんだ色をしてい った地域として，中村川流域は青色型個体が見られ，

ること， l干IJ文後半部の色が先端に向かつて薄くなって しかも近くに黒褐色型個体の分布する水系があるけれ

いく傾向が強L、こと，限筏上縁の色が明るいことなど ど（酒匂川及び花水川〉それらからは独立した水系に

から総合的に判断して分けた。 あって黒褐色型の個体が見られない地域として，また

黒褐色型． 甲皮全体が暗紫色，紫色味をおびた黒， 四卜入瀬川 ・水無川上 ・中流域は典型的な黒褐色型個

黒褐色，踏褐色など黒色味を帯びた色彩。限窟上縁は 体が見られ且つ青型個体の見られない地域として選ん

暗褐色，茶褐色，赤褐色。 である。

緑褐色型； 甲皮全体が緑褐色あるいは暗緑褐色。 図2の各体色型個体の割合の変化は該当地域におけ

眼寵上縁は茶褐色や赤褐色，褐色。 るサワガニの成長に伴う体色の変化をある程度反映し

結果と論議

サイズ，性と体色

たものであると考えて良いだろう。

三浦半島のサワガニでは青色型とツ一 トン型の個体

が大部分を占める。青色型は大型個体に多く見られ

サワガニの体色は成長と共に変化することが知られ る。ツ一トン型は成長途上の相対的に小型の個体に多

ている〔一寸木， 1976；鈴木 ・津田，1991〕。また脱 く見られる一方，大型個体には殆ど見られなし、。これ

皮直後しばらくの間も通常とは異なる体色を示す （ー らのことや小型 ・中型個体の中には色彩的に青色型と

般に淡色化する〕。 従って前節で挙げた体色型は必ず ツ一トン型の中間的な個体が稀に見られることなどか

しも全てがサワガニ個体の最終体色を示すものではな ら，ツ一トン型の体色は青色型への移行型と見なすこ

い。本調査のように地域集団としてどの体色が優占す とが出来る。鹿児島でサワガニの体色別サイズ分布を

るかを調べるときは，どの様な個体のサンフ固ノレをもと 調べた鈴木 ・津田 〔1991）も，このタイプの体色を青

にして当該地域の集団の体色型とするかを検討するこ 色型への移行型と考えている。特に述べてはいない

とが必要である。出来得るならば成長に伴う体色変化 が，一寸木（1976）が甲皮が青くないにも拘らずこの

を個体毎に追って，最終体色をその個体の休色とし 体色 （一寸木の区分で1土BL2とBL3）を青色型（BL

その積み重ねで集団としての 体色型を決めるのがよ 型〉に含めたのも，同様の理由であろう。

い。しかし作業の面からみてそれはあまり現実的では 三浦半島地域のオスでは甲幅lOmmを越える止青色型
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個体はすべて青色型であった〕。

中村川上流域では紫ー褐色型， ツ一トン型および青

色型の個体が現れた。三浦半島と同様，青色型の体色

を持つ個体は大型個体であるが，三浦半島のサワガニ

と比較して，より大きなサイズクラスで青色型の個体

が出現し始める。オスて：＇ f;J:.EjJ幅16阻以上の個体で現れ，

の体色を持つ個体が現われ， 18聞を越えるとほとんど

の個体が青色型となる。 一方メスでは青色個体が現れ

るサイスがオスより大きい傾向にあり， 1820聞の個体

でも青色型の個体は全体の60%を占めるに過ぎなし、。

多数のメス個体が青色型を示すようになるのは22rnmを

越えてからである（図 1に挙げた資料では23rnm以上の
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十

図3.表丹沢における青色型，黒褐色型サワガニの分布．甲qJil¥201Illll以上のオスに基づく ・黒褐色 ；O
青色型 ；⑩混在場所 （ 〉は 201Illll以上の個体を観察できなかった調査ポイントについて17～20

mの個体の観察結果を参考のため示したもの．アノレファベットと数字を組み合わせた記号は，表

1～3の支流および本流区間に対応する．数字のみは等高線の高さ（m）を表わす

20 22mmになってやっと 63%の個体が青色型になって 察している。

いる。また小型 ・中型の観察個体数は多くはないが， 水i!lUll・四十八瀬川の上中流域のサワガニは殆ど黒

メスでは青色型の体色は甲幅が20聞になる頃に現れて 褐色型の個体によって占められていた。ただし，小型個

来るようである。青色型個体の出現するサイズがオス 休の中にはやや淡いi倍褐色の甲皮を持つ個体もおり，

よりメスにおいて大きいことは三浦半島の場合と同じ それを紫ー褐色型の陥褐色個体と厳密に区別するのは

である。中村川の集団は三浦半島の集団よりも大型の 難しかった。ここではそのような個体も黒褐色型に合

個体が見られる傾向がある。後者に比し前者に体サイ めである。また小型 ・中型個体に少数のツ 一トン型が

ズの大型化とそれに伴なう青色型化の遅延が生じてい 認められたが，メスにしか出現していないことやどれ

るようである。 もかなり黒褐色型に近い個体であったので，いずれ黒

一方，紫ー褐色型とツ一トン型は主に小型 ・中型の 褐色型になる個体と思われた。

個体が占めている。このことからツ一トン型のみなら ここのサワカニには緑褐色型の個体も出現Lko解

ず，紫ー褐色型もいずれ青色型へ移行する休色型であ 剖観察によると，甲皮は使化しているものの甲皮を構

ると考えられる。ただしメスではかなり大型になって 成する外クチクラ層の発達のE互い，脱皮後それほど日

も青色を呈さない伺体が見られ，成体になっても青色 時が経ていないと思われる個体にこの系統の休色が見

型にならないまま死亡する個体もかなりいると忠、われ られた。また脱皮後間もない甲皮の柔らかい個体の中

る。なお各々メス 1例ずつであるが，紫ー褐色型の中 にも緑褐色の個体が見られた。従ってこれらは黒褐色

で甲皮が紫色から青紫に，また甲皮後半部が褐色から 型個体の一部が脱皮後に示す一過的な体色を持った個

淡褐色 （ツ一 トン型〉へと変化する個体を飼育下で観 休と思われた。
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ところで先の3地域とは別の地域で青色型個体と共

に，q11支が硬化しきっていない，背面全体が｜暗緑褐色

ではあるが＂lei皮前半部と後半［＇.fl)で色合いの違うツー ト

ンカラー状の個体 〔一応緑褐色型と した〕を採集して

いる。その個体の陪緑褐色は暗褐色味の強いツ一トン

型の個体，従っていずれ青色型になる個体が一時的に

示した休色で、はなし、かと思われた。 そのほかにやはり

青色型個体が生息している場所で，通常の緑褐色型と

見なせる個体が採集されることがある。その一方，日告

緑褐色と青色のまだら模様の個体〔青色型に分類した〕

も見られている。またアートン型個体の中には甲皮後

半部が緑褐色裂の者も見られる。

以上のことから判断すると，緑褐色は，条件次第で

黒褐色型の個体にも将来青色になる個体にも一時的に

現れ得る体色ではないかと考えられる。ここではとり

あえず緑褐色型個体の存在は黒褐色型，青色型どちら

か一方の存在を示すこ とにはならないと考えておく。

以上のように，一地域の中にいろいろな体色型の個

体が見られるが，いずれにせよそれらは成長と共に地

域に特有な最終体色型へと変化してし、く。上記3地域

の場合それが青色型であり黒褐色型であった。しかし

成長段階や性による体色発現の様相は集団聞で異な

り，特に黒褐色型個体の分布戚の近くの中村川上流域

の集団ではそれがより複雑になっていた。

域によしi褐色型の個体が分布し，より下流の地域に青色

型の個体が分布していた。また同体色型の個体が見ら

れるのは組めて限られた地域であることが判った。

図3を参照しながら以下に各河川における分布状況

を少し詳しく見てみよう。体色型分布の記述は河川の

上流部から下流部へ向かって行う。

四十八瀬川 三廻部よりヒ流側で得られた個体は全

て~褐色型であった（ n =16）。

他方，下流側左岸千村の小支流では，支流全体で得

られた合計26匹のうち22匹（84.6%）が青色型でl匹

(3.8%〕が黒褐色型の個体であった他はツ トン問。

j将水H寺には多少の泉街色個体が本流上流部から下流部

へ流下し下流部集団に加わることもあると考えられる

ので，この支流の集団はほぼ青色型の個体から成る

とみてよいだろう。なお菖蒲地区でも青色型の個体が

見られている（n= 3〕。四 卜八瀬川では標高150～200

mの辺りに黒褐色型の個体と青色型の個体の入れ替わ

る地帯があると忠われる。

水無川 上 ・中流域で調べた範囲内では全て黒褐色

型の個体のみが出現した（ n = 9）。水無川では下流側

秦野市街地域内の平和橋（20mrn以上のオスどころか小

型のサワカニすら殆ど見られな く なる ； f,~高 200 m) 

まで下って調べたが，県褐色型に属す中 ・小型個体を

発見できただけで青色系統の個体は見られなかった。

環境庁の緑の国勢調査 （1985版ふによれば秦野市街地

表丹沢における体色変異集団の分布 にはまだ少数の ザワガニが生息しているようである。

表丹沢における甲幅2omrn以上の大型オスを対象とし 市街地における水無川流域のサワガニについてはし、ず

た青色型と黒褐色型の個体の分布を調査した。各々の れ機会を見て再調査したい。なお水無川の南に位置す

体色型を示す個体が1匹でも認められれば当該調査ポ る室川には青色型個体のみが見られた（ n = 3〕。

イン卜にその体色型のサワガニが生息しているとし 葛葉川 菩提，横野地区では緑褐色型個体をl匹見

た。 た他は黒褐色型11f!1骨f;(n =29）のみが観察された。下っ

対象を＇l＇幅2omrn以上のオスに限定したのは，前項の て羽恨地区に入ると，ここはサワカニの生息できるよ

体色変異の調査結果を考慮し，できるだけ最終体色型 うな環mではなくなる。さらに下って葛葉緑地区内に
の個体だけを観察対象に含め，体色型を見誤る可能性 入ると，水が少し浄化されまた湧水地があることもあ

が相対的に高い中間的 ・移行的な体色の個体を極力排 り，少数だがサワガニがれ｝び見られるようになった。

除するためである。ただその結果調査対象個体数が少 緑地内で見られたのは青色型個体〔n=6〕とツート

ないという問題が生じてしまったが〔特に比較的大型 ン型（ n = 1）である。なお羽根地区内を流れる葛葉

個体の少ない黒褐色型個体で），本調査の場合は， メ 川支流上流部に，途中ifn1れ沢を挟んだ飛び地的な水域

ス大型個体やオス中型個体を加えて調査対象個体数を があり，そこにも青色型〔n= 3）とツ一トン型（n

mやした場合にも，結果的には得られる結論に変わり = 1）の個体のみが認められた。

はなかった。 3事業川における黒褐色型個体と青色型個体の自然分

調査結果を図3に示した。図に見られるように，水 布置き代わり地域は既に現在不明であるが，本流部分

無川を除き，調査したどの河川でも黒褐色型 ・青色型 では恐らく羽恨地｜副架高 180m前後の地戚にあったと

双方の個体が見られた。そしてこれらの河川では上流 思われる。
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表 1.金目川本流および支流域の大型オス（甲幅20凹三三〉の休色型

体 色型（？の
観 察

調査地区 標高〔m〕 個体数 青色型 ツートン型 紫ー褐色型 黒掲色型 緑褐色型

K 1 70 9 

K2 120 20 

K3m 130 9 

K4 150 7 

KS 150 11 

K6 215 10 

K7 230 9 

K8 260 23 

K 9 290 10 

KlO叩 320 3 

Kll 340 23 

Kl2 370 6 

K13 400 12 

Kl4 420 6 

Kl5 510 4 

・調査地区番号は図3中の番号に対応．

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

90.9 

90.0 

88.9 

73.9 

100.0 

100.0 

100.0 

100.0 

66. 7 

10.0 

11. 1 

26. 1 

8.3 25.0 

100.0 

100.。

9. 1 

• 1つの支流を1つの調査地区と し，全調査ポイントの観察個体数を合計した．株高＼は本流との合流点の標
高．本流の場合は1.~1.j査ポ イントが l 調査地区（最長50m ） 。
山本流

表2 鈴川支流域の大型オス（甲幅2omm：：；；） の休色型

体 色型 ('}6〕
観察

調査地区 標高（m) 個体数 青色型 ツ一トン型 紫ー褐色型 黒褐色型 緑褐色型

s 1 15 13 92.3 7. 7 

s 2 25 4 100.0 

s 3 110 7 100.0 

s 4 160 53 92.4 1. 9 3.8 1. 9 

s 5 170 32 84.4 15.6 

s 6 200 13 92.3 7. 7 

s 7 230 27 7.4 3. 7 81. 5 7.4 

s 8 240 13 100. 0 

s 9 340 4 100.0 

s 10 400 5 100.0 

・調査地区番地は図3中の番号に対応．

• 1つの支流をlつの調査地区とし， 全調査ポイントの観察個体数を合計した．標高は本流との合流点の標

高．
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表3 日向川支流域の大型オス〔甲幅2omrn：：：；）の休色型

体色 型 〔56)
観察

調査地区 襟高（m) 個体数 青色 型ツ一トン型紫ー褐色型 黒褐色型 緑褐色型

Hl 140 9 100.0 

H2 200 7 85.7 14.3 

H3 220 11 18.2 18.2 9. 1 54.5 

H4 300 3 100.0 

・調査地区番号は図3中の番号に対応．

・標高は調査支流と本流との合流I去の標高

• H 2では大型メスには黒褐色型が出現した

金目川 この川では極く上流域だ付に黒褐色型の個 界はおおよそ標高250mの地帯にあった。これは金自

体が見られた。黒褐色型個体と青色型個体の混棲域は 川における境界域よりは低い標高である。しかし支流

装毛の上手に見いだされた。金目川本流の標高で言え 単位での両体色型個体の分布置き代わりは金白川同様

ばおおよそ400～420m付近の場所である。ここより下 極めて急激であった〔表2）。また上流j或の一部では尾

流側では青色型個体のみが見られた。金目Jllは全体と 恨を隔てて金目川のサワガニと体色型を違えている。

して見れば青色型が優占する河川であった。 日向川 すでに一寸木 (1976〕が報告しているよう

青色型個体が分布する下流側に注く支流にはやはり に，ここも上流部に黒褐色型の個体，下流部に青色型

青色型個体が分布するが，その支流の源流域がたとえ の個体が分布している。一寸木 〔1976〕は日向薬師に

混棲地域より高い場所にあってもここには青色型個体 混棲域を見い出している。今回の調査では日向薬師ょ

のみが見られた。 言い換えれば分布の境界地域を境に りも少し上流側の支流で混棲域を記録できた（標高260

本流の上流側と下流側で生息するサワガニ集団の体色 m）。調査場所数 ・観察個体数共に少ないが，青色型の

型が大きく変化し，ある支流にとeの体色型の個体刀、生 個体と黒褐色型の個体の割合が狭い地域て、急激に変わ

息するかはその支流と本流との合流点付近に分布する るのは他の河川と同様であった（表3）。

体色型集団により決まってしまうのである。

上記のことをさらに示すために，支流域全体および 体色変異集団の分布パターン 結びにかえて

本流のいくつかの区域における体色型分布を表1に示 表丹沢に於けるサワガニ体色変異個体の分布で最も

した。支流の流程が短いこ止も一因していようが，支 注目すべき点は，表丹沢という比較的狭い地域の中に，

流ごとに分布個体の体色型がほぼ固定していることが 青色型の個体が優占する集団（青色型集団〉 と黒褐色

判る。 型個体が優占する集団（黒褐色型集団〉が混在するこ

ところで岳ノ台から菜の花台に延びる尾根の東側の とである。しかも同一河川内（地理的にみれば単なる

谷には金目川が流れ，西側の谷には蔦業川が流れてい 一小支流に過ぎなしつにおいても，また隣接する河川

る。両河川を見比べると，この尾根を境に西の谷には 間においても，ごくまれ 、地域を境にして阿体色型集団

黒褐色型集団が， 東の谷には青色型集団が優占してい が分布域を違えているO 同一河川の中では混倭域とな

るとみることができる。ミクロにもマクロにも両体色 る支流は1～2あるに過ぎず，本流部分でもせいぜ、い

型個体の分布は急激に置き変わっている。 数百メ ートノレ幅の分布重複帯があるに過ぎないと思わ

鈴川 この川においても上流部には黒褐色型の個体 れる。また河川間て、は尾根を挟んで紐く近距離の場所

だけが分布し，下流側には青色型個体が分布する。鈴 に異なった体色型集団が分布するのが見られる。

川の支流とは言え，かなり独立した河川である善波川 全国的に見れば，異なった体色型集団の分布境界域

のサワガニも殆ど総て青色型であった（青色型12匹， のある地域の一つが丹沢山地である。それ故に上記の

ツ一 トン型1匹〉。 ようなことが見られても不思議では無いとの見方もで

鈴川における黒褐色型個体と青色型個体の分布の境 きる。しかしそうだとしても，サワガニの異なる体色

62 



型集団のこのような分布パターンは，他の地域ではま

だま；1:iられていない極めてユニークなものである。

ところで神奈川県内では山聞の渓流的環境に多く見

られる黒褐色型の個体が，中流域に青色型集団がし、な

い水~R~川や蕊葉川て·n.聞けた平地にまで分布する。そ

の一方，隣接する金目川では背色型集団によって上流

部山地渓流に押し込まれているような分布を示してい

る。また黒掲色型個体と青色型個体が混倭する支流は

極く｜浪られていて， 一つの支流は基本的にはどちらか

の体色型集団によって占められている。さらに蓮葉川

の黒褐色型集団と金白川の青色型集団や後者と鈴川の

黒褐色型集団はたった一つの尾根を隔てて対11時するか

のごとく分布している。それらにくわえ箱根地方では

標高の高い場所にも黒褐色型集団が見られず，その代

わり芦ノ湖周辺（標高約800m）にまで青色型集団が

分布する（一寸木，1976，筆者自身も箱根町湯本茶屋

180m，畑宿400m，甘酒茶屋700m等で青色型個体のみ

を記録している〉。 以上のことは，青色型 ・黒褐色型

集団が水温条件などの速いによって生じたり或いは両

者の生息可能な環境の違いだけに基づいて分布域を変

えているのではなく ，両体色型集団が，環境条件に影

響されつつ相互に影響仕合って分布域を違えているこ

とを示すものと思われる。

本土には現在ただ1種のサワカニが生息するとされ

る（三宅，1983）。しかし淡水域を断れられないという

生活上の制約のため， 地方集団における遺伝的分化は

かなり 進んでいることが予想される。 サワガニの種

内変異を系統分類学的に本格的に検討した仕事はまだ

見当たらなし、。しかし国内のサワガニに存在する様々

な形質変異自体は，体色を含めすでに複数の著者によ

って報告されている〔一寸木， 1976,1980；菅原 ・部

生， 1984;NAKAJIMA and MASuDA, 1985；，鈴木 ・津

田， 1991）。

本報告では触れなかったが，NAKAJIMAand MASUDA 

(1985）の示した青色型個体と黒褐色型個体における歩

脚の毛量の違いは表丹沢のサワガニでも認められる。

そして同一河川内においても毛深集団と務毛集団の分

布は両体色型集団の分布と対応する（鈴木，未発表資

料〕 。また現在行われている青塚正志氏（東京都立大

学〉の生化学的手法に基ずく集団遺伝学的解析によっ

て，隣接する両体色型集団の間に1～2の酵素遺伝子

座において大きな差異のあることが明らかにな りつつ

ある。

このようなことから考えてみると，表丹沢における

青色型体色集団と黒褐色型体色集団の分布パターンの

示す意味は大変大きし、。両体色集団の唐突とも言える

［置き代わりは，たとえ相互交自己があったとしても両者

の聞にかなりの遺伝的隔断が存在する可能性を示唆す

るカミらである。

側所的（Parapatric）に分布する表丹沢の青色型集

団l，黒褐色型集団の生態的 ・遺伝的関係， 各々の分布

を規定するあるいはしてきた生態的， 地理的，地史的

要因，これらを明らかにすることは，表丹沢に限らず

日本に生息するサワガニを理解するために必要なこと

であろ う。

要 車ヲ

神奈川県表丹沢花水川水系の7K1\l~川， 葛葉川， 金目

川，鈴川，および隣接する四卜八瀬川， 日向川などで

サワガニ青色型集団と黒褐色型集団の分布状況を調査

した。また付随的にサイズや性と体色型との関連を調

へた。

全般的には黒褐色型集団がより上流部に，青色型集

団が下流部に分布していた。両集団の分布重複域〔混

陵地帯）は大変！痕られていた。

個々の河川でみると水無川のように開けた平地に至

っても青色型個体が見られなかった川や，金目川のよ

うに比較的上流部まで青色型個体が分布する川があっ

た。

各河川｜の支流に分布する体色型は， その支流と本流

との合流点の位置で決まっていた。
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